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研究成果の概要（和文）：　本研究では、3つの目的に関して次のような研究成果をあげた。意思決定問題のモ
デル化では、国際分散投資におけるポートフォリオ最適化問題、コンテナターミナルにおける蔵置問題、多重共
線性を考慮した変数選択問題などを整理してモデル化した。
　アルゴリズムの開発では、線形計画問題を解く単体法とLPニュートン法、カバーリング整数計画問題を解く近
似アルゴリズム、対称錘計画問題を解くロバストアルゴリズムなどに関する研究成果をあげた。
　意思決定支援プラットフォームの開発では、実務上の制約をみたす大規模なスケジューリング問題、多期間ポ
ートフォリオ最適化問題などに関するアルゴリズムを実装し、その性能評価を行った。

研究成果の概要（英文）：　In this research, we had the following results for three purposes.  For 
the modeling of decision making problems, we constructed new models for portfolio optimization 
problems, storage problems in a container terminal, and variable selection problems for eliminating 
multicollinearity.  
　For the development of algorithms, we had new results for the simplex method and LP-newton methods
 for linear programming problems, approximation algorithms for covering integer programming 
problems, and robust algorithms for symmetric cone programming problems. 
　For the development of decision making platform, we implemented and evaluated computer programs 
for solving large scale scheduling problems with practical constraints, minimum maximal flow 
problems, and multi-period portfolio selection problems.  
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　意思決定問題のモデル化に関する研究成果は、今まで長年の経験を積んだ実務家のみが行うことができた意思
決定を、最適化問題としてモデル化することにより、誰もが利用できるように可能性を広げたところに社会的な
意義がある。
　アルゴリズムの開発に関する研究成果は、最近とくに高度化あるいは複雑化している最適化問題をより正確か
つ高速に解くための基礎研究として学術的な意義がある。
　意思決定支援プラットフォームの開発に関する研究成果は、上記の基礎研究の成果を実務家が実際に利用する
ために必要であり、企業の業績改善・業務効率化に役立つものと期待できる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１. 研究開始当初の背景 
 最適化は、実務家の的確な意思決定を支援するために有効な数理技術である。その中でも、
線形整数計画は特に有用な最適化手法である。実用上、必要設備数や作業人員を求める際には
解の整数性が必要不可欠であり、線形整数計画は線形計画に整数性を課すことによって、この
問題に対処している。実際に企業等では、設備計画・生産計画・スケジューリング・配送計画
などを線形整数計画によってモデル化し、数理的に扱うことにより、業績の改善や業務の効率
化を実現している。 
一方、現代では情報化が進み、実社会で発生している問題は複雑性を増している。そこで本

研究では、整数性と非線形性を取り扱える新時代の最適化モデルを主な研究対象とする。その
ような最適化問題は、高いモデル記述能力を有することに加えて、理論的には内点法などによ
って解くことができる。この手法を利用すれば、投入に対して非線形な費用関数を正確に扱う
ことや、一般の非線形計画問題を高精度で近似することができる。さらに、不確実性下での意
思決定手法であるロバスト最適化モデルも扱うことができる。 
 
２．研究の目的 
情報化・グローバル化の急速な進展により、迅速な意思決定を支援するためのツールとして

最適化の重要性が非常に高まっている。しかし、現実社会で起きている問題は複雑かつ大規模
であることが多く、既存の最適化技術では対応することが難しい。本研究では、複雑で大規模
な問題を扱うことのできる新時代の最適化モデルを主な研究対象とする。その問題を効率よく
解くアルゴリズムの研究と実装のみならず、現実問題をモデリングする技術や使いやすいユー
ザーインターフェースまで含めた統一的視点から最適化技術を見直し発展させていく。それに
より、実務家等が広く最適化技術を利用できる意志決定支援プラットフォームを構築すること
を目的とする。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、新時代の最適化モデルに対するアルゴリズムを開発・実装する。また、最適化
アルゴリズムの開発に加えて、ユーザーインターフェースまで含めた統一的視点から最適化技
術を見直し発展させていくことにより、実務家等が広く最適化技術を利用できるような意思決
定支援プラットフォームを研究・開発することを目的とする。 
本目的の達成のため、研究代表者の全体統括の下で、2 班に分かれて(1) 意思決定問題の整

理とモデル化と(2)最適化問題を解くアルゴリズムの開発と実装の研究課題に取り組む。その後、
2 班で協働し、(3)意思決定支援プラットフォームの研究と開発を進める。 
 
４．研究成果 
本研究では、3 つの目的に関して、次のような研究成果をあげた。(1)意思決定問題の整理と

モデル化では、国際分散投資におけるポートフォリオ最適化問題、コンテナターミナルにおけ
る蔵置問題、多重共線性を考慮した変数選択問題などを整理してモデル化した。(2)最適化問題
を解くアルゴリズムの開発に関する研究では、線形計画問題を解く単体法と LPニュートン法、
カバーリング整数計画問題を解く近似アルゴリズム、対称錘計画問題に対するロバストアルゴ
リズムなどに関する研究を行い、新しい成果をあげた。(3)意思決定支援プラットフォームの研
究と開発では、実務上の制約をみたす大規模なスケジューリング問題、最大流の最小化問題、
多期間ポートフォリオ最適化問題などに関するアルゴリズムを実装し、その性能評価を行った。 
 これらを含む研究成果は、98件の論文として国際的論文誌等に掲載され、国際会議等で 154

件の発表が行われた。また、平成 26 年度と 28 年度には、本研究グループの関係者による、少
規模であるが、ディスカッションを中心とした密度の濃い科研費によるワークショップを開催
し、平成 30 年度には、ワークショップにより本研究の成果を発信した。 
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